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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　２つの端部を有する本体と、
　該２つの端部の一方に取付けられた書込みチップと、
　前記２つの端部の一方に同様に取付けられ、バーコードを走査するように選択的に操作
されると共に、走査された記号の電子的な指示を提供する走査機構と
　を具備し、デジタイザと当該デジタイザ上に配置されたフォームと共に使用されるよう
になっており、デジタイザと協働してユーザが前記フォーム上の書込みを表す情報のデジ
タル電子ファイルを選択的に生成することができるようにするハンドヘルド書込み装置で
あって、
　ここで、前記ハンドヘルド書込み装置は、ユーザが前記フォームおよび前記デジタイザ
上に前記書込みチップを用いて書込みを行うようになっており、前記デジタイザは、多数
の垂直トレース及び水平トレースを有しており、前記書込みチップの位置は、対応する垂
直トレース及び水平トレースと前記書込みチップの位置との距離に対して比例した強度を
示す信号を検出することによって決定され、
　さらに、
　ユーザが前記書込みチップと前記走査機構との一方だけをいつも使用するように、前記
書込みチップと前記走査機構とが前記書込み装置の反対側の端部に取付けられている構成
と、
　前記ハンドヘルド書込み装置の電子的な出力を、前記書込みチップおよび前記走査機構
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の一方からの電子的な指示のみにいつも制限させる解釈機構と
　の少なくとも一方を具備することを特徴とするハンドヘルド書込み装置。
【請求項２】
　前記書込みチップと前記走査機構とが実質的に前記本体の反対側の端部に取付けられて
いる請求項１に記載のハンドヘルド書込み装置。
【請求項３】
　前記ハンドヘルド書込み装置がデータ出力を提供し、ある時点において前記走査機構お
よび前記書込みチップの一方からの電子的な指示のみを前記出力として提供するように、
前記電子的な指示の一方を禁止する手段をさらに具備する請求項１に記載のハンドヘルド
書込み装置。
【請求項４】
　前記書込みチップと前記走査機構との各々に動作可能に接続されており、電子的な指示
を調べ、それらをいつでも前記書込みチップと前記バーコード走査機構との一方のみによ
って発生しているものと解釈する解釈機構をさらに具備する請求項１に記載のハンドヘル
ド書込み装置。
【請求項５】
　前記解釈機構は閾値検出機構を備えており、該閾値検出機構は前記書込みチップおよび
前記走査機構のうちの一方によって提供される前記電子的な指示に連結され、該電子的な
指示を予め決められた閾値と比較し、それに応じて、前記電子的な指示が前記書込みチッ
プおよび前記バーコード走査機構のうちの前記一方からのあり得るデータを表すか否かを
示す請求項４に記載のハンドヘルド書込み装置。
【請求項６】
　前記解釈機構が、
　前記書込みチップに接続され、該書込みチップが前記フォームに接触するときに駆動さ
れるチップダウンスイッチと、
　前記チップダウンスイッチの駆動に応答し、前記走査機構によって生成されるいかなる
指示にも関わらず、前記書込みチップからの電子的な指示のみを受入れる手段と
　を備えている請求項４に記載のハンドヘルド書込み装置。
【請求項７】
　前記解釈機構は前記本体内に取付けられている請求項４に記載のハンドヘルド書込み装
置。
【請求項８】
　前記本体を前記デジタイザに物理的かつ電子的に接続する配線されたテザーをさらに具
備する請求項１に記載のハンドヘルド書込み装置。
【請求項９】
　前記書込みチップは、ユーザが前記フォーム上に視覚的マークを付すと同時に前記フォ
ーム上に付された視覚的マークの電子的な記録を生成することができるようにインク機構
を備えている請求項１に記載のハンドヘルド書込み装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
本発明は、バーコードまたは記号を走査する用途において使用されるハンドヘルド書込み
装置に関する。特に、本発明は、広範囲の用途を有する組合せスタイラス・スキャナを提
供する。
【０００２】
［背景］
近年、フォーム（書式）処理および在庫追跡の分野において、デジタイザおよびスキャナ
の重要性が増してきている。例えば、近年、クレジットカードの照合のため、あるいは文
書または荷物の受領を証明するために、電子的に署名を取込むシステムが設計されている
。他の用途として、例えば翌日クーリエ便による配達を追跡する等の在庫追跡を行うため
に、バーコードまたは記号走査が用いられている。これらの用途では、書込まれたフォー
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ム（例えば、出荷書類）が、電子データセット（例えば、走査された荷物のバーコードま
たは電子的に取込まれた署名）と突合せられる。用途によっては、デジタイザとスキャナ
の両方を使用することが提案されている。例えば、配達された人の署名を、フォーム（集
荷書類等）と配達された荷物のバーコードとの両方と突合せることができる。
【０００３】
米国特許第５，６２９，４９９号（「’４９９特許」）は、複数のページまたはフォーム
をデジタル化するクリップボードに関するものである。ユーザは、クリップボードを使用
して、複数の重なったページまたはフォームに書込むことができ、それによって、ページ
またはフォームの下のデジタイザがペンストローク情報を取込む。すなわち、ユーザイン
タフェースを利用して、複数のページまたはフォーム間の現在のページの定義が切換えら
れ、それによって、電子情報が、ページまたはフォームのうちの選択されたものに対応付
けられる。’４９９特許によって開示されているクリップボードは、例えば在庫追跡等、
多くのフォームの用途に適している。それは、入力されたすべてのペンストロークの電子
的な記録（または「例」）が、フォームの「種類」を選択するために使用されているイン
タフェースにより自動的に生成されることによる。’４９９特許のクリップボードが、例
えば、在庫追跡のコンテキストにおいて使用される場合、ユーザは、ハードコピーのフォ
ームに書込むことも、そのフォームに入力されたすべての電子的な記録を自動的に保持す
ることも可能となる。
【０００４】
不都合なことに、スキャナとスタイラス／デジタイザとの両方を有する機構の問題は、一
般に両方とも別個の装置であり、別々に把持されなければならない、ということである。
大抵のユーザは左利きまたは右利きのいずれかであるため、スキャナおよびスタイラスを
使用する一般的な動作において、ユーザはそれらのうちの一方を使用するためには他方を
置かなければならない。この問題は、特に、多くのシステムの場合と同様に、デジタイザ
もまたハンドヘルドアイテムであるという場合に深刻である。装置を持換えることは概し
て厄介であり、ユーザは、両方を頻繁に使用する場合、２つを容易に使用することができ
なくなる。
例えば、欧州特許出願０５７３０１８Ａ２および日本特許要約書０４１２０６１６および
０６２３０８８０に示されているように、単一の器具において電子スタイラスとスキャナ
との両方を使用することを提案している解決法もあるが、これらの装置は、書込みを表す
電子データとその書込みが入力されたハードコピーのフォームとの間の関連付けを容易に
する有用な器具を提供してはいない。米国特許第５，６５２，４１２号に記載されている
ように、書込み要素と光学位置センサとの両方を有する装置を提供する他の解決法もある
が、それは、上述した問題に対する解決法を提供するものではない。
【０００５】
ユーザが、別個の走査機構とスタイラス機構との扱いが面倒でない、書込み、デジタル化
および走査システムが、明らかに必要とされている。理想的には、両方の機構は同じ器具
に実装されるべきであり、それによってユーザは、一方を扱うために他方を置く必要がな
くなる。また、理想的には、かかるシステムは安価に構成されるべきであり、使用が簡単
でなければならない。本発明は、これらの必要を解決し、更に関連した利点を提供する。
【０００６】
［発明の概要］
本発明は、組合せた書込み装置および走査機構を提供することにより、上述した必要性を
解決する。この組合せた書込み装置および走査機構は、ユーザが、それらの各々を交互に
使用するために器具を持替える必要のないものである。その結果、本発明は、在庫追跡お
よび他のフォーム処理の用途に容易に適用することができる使用の容易な装置を提供する
。
【０００７】
本発明の一形態は、デジタイザ装置と共に使用される書込み装置を提供する。この書込み
装置は２つの端部を有し、１つの端部には書込みチップが設けられ、その装置の１つの端
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部には記号を走査する走査機構が設けられている。
【０００８】
本発明のより詳細な態様において、走査機構と書込みチップとは、装置の反対側の端部に
取付けられている。それによって、ユーザは通常、それらの各々の使用を切換えるために
その書込み器具を逆にする必要がある。また、本発明には、書込みチップと走査機構との
各々からのデータを解釈する解釈機構を実装することができる。特に、この機構は、書込
みチップと走査機構の各々からのデータをテストし、有効なデータのみをデジタイザ装置
に渡す回路から構成することができる。また、書込みチップを、インク（inking）チップ
となるように作成することも可能であり、それにより、ユーザは、フォームのハードコピ
ーに書込むことも、同時にそのフォームに入力された情報の電子的な記録を生成すること
も可能である。
【０００９】
最後に、本発明は、例えば、在庫アイテムまたは配送用の荷物に取付けられたバーコード
、あるいは、フォームに入力されたスタイラスデータを後にフォームの予め印刷された情
報を表す画像に組合せるために、使用中の特定のフォームを識別するバーコード等、バー
コードを特徴付ける用途において使用することができる。後者のコンテキストにおいて、
フォームの種類を識別するためのバーコードを走査することにより、ペンストローク情報
のみがデジタル化されるにも関わらず、光学文字認識（「ＯＣＲ」）の使用によって、多
くの異なるフォームについてデータ入力欄を識別することが可能となる。
【００１０】
本発明は、添付図面と共に読まれるべき以下の詳細な説明を参照することによってより理
解されよう。特定の好ましい実施の形態の詳細な説明は、本発明の特定の実現例を構築し
使用することができるよう以下に示されているものであり、列挙された特許請求の範囲を
限定することを意図されたものではなく、それらの特定の例としての役割を果たすよう意
図されているものである。
【００１１】
［詳細な説明］
上記に要約され、かつ、列挙された特許請求の範囲によって定義される本発明は、添付図
面と共に読まれるべき以下の詳細な説明を参照することによってより理解されよう。特定
の好ましい実施の形態の詳細な説明は、本発明の１つの特定の実現例を構築し使用するこ
とができるように以下に示されているものであり、列挙された特許請求の範囲を限定する
ことを意図されたものではなく、それらの特定の例としての役割を果たすよう意図されて
いるものである。以下に示す特定の例は、ハンドヘルド書込み装置および関連するデータ
入力システムの好ましい特定の実現例、すなわち、スタイラスとバーコードスキャナとの
両方を実装するデジタル電子クリップボードである。しかしながら、本発明はまた、同様
に他の種類のシステムにも適用することができる。
【００１２】
［Ｉ．主要部分についての概論］
本発明は、ページおよびフォーム（書式）処理システムへの特別な用途を有するデジタル
電子クリップボード１１において具体化されている。米国特許第５，６２９，４９９号（
「’４９９特許」）は、好ましい実施の形態において使用されるクリップボード設計に関
連する背景を示しており、この引用をもって、ここで再現されたものとして全体としてそ
の開示内容を本明細書に組み込む。
【００１３】
図１を参照すると、デジタル電子クリップボード１１は、トップページ１４（例えば、白
紙またはデータ入力欄を有する予め印刷された文書）を支持するデジタイザ部１３と、ペ
ージ上に書込みを行い電子スタイラスデータを生成するスタイラス１５と、スタイラスを
クリップボードに物理的かつ電子的に接続するテザー１７と、を有するものとして示され
ている。トップページの角１８は、トップページの下に第２の、すなわちボトムページ２
０の存在が分るように「持上げられて」いるように示されている。本発明のコンテキスト
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において、書込まれているページまたはフォームに対応付けられるバーコードあるいは記
号を識別する機構をユーザに与えることが望ましい。このバーコードは、例えば、在庫に
格納された物体あるいは配送中の荷物に付されたバーコード等、特定の形態に対応付けら
れる記号であればいかなる種類のものでもよい。また、本開示のコンテキストにおいて、
「バーコード」および「記号」という語は各々相互に交換可能に使用されており、他方を
カバーするものであって、これら用語は従来からのバーコード、記号論、および走査され
る他の形態の視覚的記号を含むものと理解されるべきである。
【００１４】
識別のための機構を実現するために、スタイラスには、その一方の端部に書込みチップ１
９が取付けられると共に、反対側の端部にバーコード走査機構３３が取付けられている。
ユーザは、単純にスタイラスを逆さにして、それを使ってバーコードを読取り、その後、
続けてページまたはフォーム１４または２０に書込む。バーコード走査機構３３によって
生成される電子的な指示は、テザー１７を介してデジタイザ部１３内のエレクトロニクス
に送信される。
【００１５】
クリップボード１１の好ましい用途において、バーコードは、ページまたはフォーム自体
に直接印刷され、使用中の「種類」および「例」をクリップボードに識別させるために使
用される。フォームの種類の例として、「未記入フォーム」（例えば、普通紙）、「出荷
積荷目録」等があり、特定の実例として、同じフォームの書込み済みのコピー、例えば、
種々のアイテムについて、書込まれた状態が変更される可能性のある場合の「出荷積荷目
録」等がある。図１に示されるように、トップページのバーコード２７は、フォームの「
種類」（例えば、「会社Ｘに対する出荷明細書」等）を識別する第１の部分２９と、その
フォームのフォーム「例」（例えば、番号「Ｚ」等）を識別する第２の部分３１とから構
成されているように示されている。クリップボードは、かかるバーコードを検出すると、
フォーム識別コードをスタイラス位置データのストリームに挿入することができる。それ
によって、例えばユーザは、トップページ１４に切換え、バーコード２７を走査してその
変化を識別することができる。その結果、スタイラスの書込みチップ１９をバーコードに
て走らせる（なぞるあるいはスワイプする(swipe))ことに続いて入力された（例えば、ト
ップページ１４上のバーコード３１の読出し後に入力された）いかなるデータも、（例え
ボトムページ２０がその下にあっても）自動的にそのページに対応付けられる。ボトムペ
ージ２０に切換えるために、ユーザは、そのボトムページのバーコード（図１には示され
ていない）をスワイプことができ、書込みチップ１９からの後続するデータは、そのボト
ムページに対応付けられる。
【００１６】
好ましくは、書込みチップ１９は、ユーザがページ１４および２０に実際に書き込むこと
ができるインク機構を有している。それによって、多くの従来からのフォームに対する用
途に競合することなく、ページのハードコピーを生成することができる。インクで書かれ
たハードコピーのページの生成と同時に、スタイラス１５およびデジタイザ部１３両方の
内部の構成要素が電子的な位置データを生成する。これにより、スタイラス「ペンストロ
ーク」データの電子的な記録が生成され、書込まれたページを再現するために使用される
。なお、’４９９特許に記載されているように、予め印刷されたフォームに対しクリップ
ボード１１を使用してインクで書込むことができ、かつ、フォームに関する予め印刷され
た何らかの情報の知識を有していることにより、各特定のページまたはフォーム１４また
は２０を正確に再現することができる。本システムでは、スタイラス１５は、そのスタイ
ラスを用いて入力されるすべてのデータを表す単一のデータストリームを生成するが、適
当なページに入力データを「ペーストする」ためには、挿入されたページ識別コードを用
いることが有効である。従って、単一の電子データストリームを用いてページ１４および
２０が再現され、この時、各ページに入力された情報が、再現されたコピーに適当に現れ
る。リモートコンピュータ（図１には示されていない）を用いることにより、予め印刷さ
れたあらゆるフォーム（例えば、「出荷積荷目録」）の画像を、後に、入力されたデータ
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と電子的に組合せて、書込まれたハードコピーのフォームを正確に再現することができる
。更に、識別コードを使用することにより、光学文字認識を採用して、予め印刷されたペ
ージまたはフォームの欄を走査する必要なく、ページ１４または２０に実際に書き込まれ
たデータを自動的に処理することができる（例えば、フォームの種類についてのバーコー
ドの指示に基づいて、定義されたロケーションの特定のデータフィールドを探索するよう
ソフトウェアに命令することができる）。
【００１７】
クリップ機構２１は、ページをクリップボードの用紙支持面２３に留めるものであり、ユ
ーザインタフェース部２５は、ユーザがページ処理コマンドを入力するために利用される
ものである。例えば、ユーザは、それより前のクリップボードが使用された場合に対応し
てクリップボード内のメモリに格納された電子ファイルを検索し、それら既存のファイル
に新たなデータを追加することができる。これらコマンドは、（内部エレクトロニクスに
より）書込みチップ１９によって生成されたスタイラス位置データのストリームにも挿入
される。このクリップ機構２１によって、デジタイザ部１３の上部に複数のフォームまた
はページを次々に配置することができる。この場合、ユーザは、複数の重なっているペー
ジ間を前後に切換えることにより、それらの各々にデータを入力する。ユーザは、フォー
ムに印刷されたバーコードか、またはユーザインタフェース２５を使用して、現在のフォ
ームの定義を切換えることができる。
【００１８】
好ましい実施の形態では、ユーザがスタイラス位置データと同時に有効なバーコードデー
タを生成することができないことが望ましい。従って、好ましい実施の形態は、スタイラ
ス１５の一方の端部に書込みチップ１９（および位置検出エレクトロニクス）を配置し、
スタイラスの反対側の端部にバーコード走査機構３３を配置するという特徴を有している
。これにより、ユーザは、スタイラスを「上下逆に」引っくり返し、バーコード走査とフ
ォームへの書込みとを切換える必要がある。通常の使用時に、ユーザが書込みチップ１９
とバーコード走査機構３３とを同時に必要とする場合はあまりなく、１つの装置を各端部
に設けたスタイラスを使用して、書込みチップおよびバーコード機構の両方が同時に有効
なデータを生成することがない、と仮定することができる。それにも関わらず、さらに後
述するように、好ましいシステムは、スタイラス位置データからバーコードデータを自動
的に識別しまたその逆を行う機構、および適当なＣＰＵ処理ルーチンをトリガする機構を
含むことも可能である。また、本システムは、いかなる時においても、書込みチップとバ
ーコード走査機構との一方のみの出力を電気的に渡すことにより、バーコードデータとス
タイラス位置データとが同時に生成されることを防止する機構もまた有することができる
。最後に、本スタイラスは、好ましくは、ユーザに対し、クリップボードがペンデータを
記録しているかまたは有効なバーコードを検出したことを示す、発光ダイオード（「ＬＥ
Ｄ」）または同様のインジケータ３５も有している。
【００１９】
図２は、好ましい装置によって使用される通信のフォーマットを概略的に示している。特
に、図２は、デジタイザ部１３、スタイラス１５およびリモートコンピュータ３７を含む
好ましい実施の形態の３つの機能ブロックを示している。更に、図２は、スタイラスとデ
ジタイザ部１３との間の電気的インタフェースを提供する６ラインバス４１もまた示して
いる。この６つのラインには、電源信号Ｖｃｃ４２および接地４３と、ＬＥＤ制御信号４
５と、アクティビティ信号４７と、書込みチップ１９およびバーコード走査機構３３の各
々からのデータ信号４９、５１とがある。図２に示されているように、上述したＬＥＤ３
５は、デジタイザ部の制御下にあるＬＥＤ制御信号４５を使用して照明される。
【００２０】
図２の左側に示されているデジタイザ部は、ＣＰＵ５３と、内部メモリ５５と、リモート
コンピュータ３７と選択的に通信する赤外線（「ＩＲ」）ポート５７と、を有している。
通常、スタイラスを用いて入力されるデータは、ユーザまたはバーコード走査機構３３か
らの指令コードと共に、内部メモリに入力され、ユーザがその格納された情報をダウンロ
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ードしたいと望むまで格納される。参照番号５９で示されているように、ユーザは、格納
されたデータを、ＩＲポート５７またはハードウェア（例えば、ＲＳ－２３２）接続（図
２には示されていない）を介してリモートコンピュータ３７に送信することができる。こ
れらの通信機構は、リモートコンピュータ３７からクリップボード１１にソフトウェアま
たはフォームの定義をダウンロードするためにも選択的に使用することができる。
【００２１】
好ましい実施の形態の主要部について以上のように概説したが、ここで、好ましいスタイ
ラスおよび関連するシステムの構成を、より詳細に説明する。
【００２２】
［ＩＩ．好ましいスタイラス構成およびスタイラスデータ］
ここで、好ましいスタイラスの物理的および電子的構成を、図３を参照して更に説明する
。
【００２３】
好ましいスタイラス６０は、ペン形状の本体６１を有している。この本体６１は、スタイ
ラスの一方の端部（「書込み端」）に書込みチップ１９を搭載し、スタイラスの反対側の
端部（「バーコード端」）にバーコード走査機構３３を搭載している。書込みチップ１９
は、チップ６３およびセンサ６５を有しており、それらは、チップが用紙支持面に近接し
ている（例えば、その用紙支持面から数センチメートル程度離れている）時には常に、デ
ジタイザに対するチップ位置の電子的な指示を生成する。更に、書込みチップ１９は、チ
ップがフォームに接触している時に実際にフォームにインクで書込むインク装置６７を有
している。その時同時に、チップ６３がフォームに接触し、スタイラス内でチップダウン
スイッチ６９がオンとなり、インクが表面に塗布されていることが電子的に指示される。
チップ位置の電子的な指示は、ペンデータ出力信号４９としてデジタイザ部（図３には示
されていない）に供給される。
【００２４】
バーコード走査機構３３は、スタイラスの反対側のバーコード端に、光学系およびドライ
バ（図３では別々に示されていない）を有している。これらは、選択的に駆動され、バー
コードがスタイラスのその端部に近接しているか否かを検出する。バーコード走査機構を
駆動するために、ユーザは、スタイラスを上下逆にひっくり返して走査されるバーコード
にバーコード走査機構を直接接触させ、そのバーコードをスワイプする。ユーザがスタイ
ラスのその端部を表面に接触させると、バーコード接点スイッチ７１がオンとなり、それ
によって、さらに詳細に後述するように、バーコード走査機構に電源（Ｖｃｃ信号４２）
が連結されると共に「アクティビティ」信号出力４７が供給される。バーコード走査機構
に電源を連結することは、バーコードスキャナが、デジタイザ部内の処理について、ロジ
ック「１」および「０」（例えば、＋５または０ボルトの直流（「ＤＣ」））を「ＢＣデ
ータ」出力信号５１として供給するには十分である。デジタイザ部は、バーコード走査の
技術分野においてよく理解されているように、繰返しこの出力をサンプリングしてバーコ
ードの内容を判断する。
【００２５】
図３には示されていないが、クリップボードは通常（電源が供給されている時）、非アク
ティビティの期間中スリープモードで維持される。好ましくは、書込みチップ１９または
バーコード走査機構３３のいずれかが使用されると、スリープモードが中断し、データ処
理が開始される。このために、チップダウンスイッチ６９およびバーコード接点スイッチ
７１は共に、通常Ｖｃｃ信号３２に（プルアップ抵抗器７５を用いて）接続されているが
、スイッチ６９または７２のいずれかが閉となると、接地ライン４３に接続されてローと
なる。その後、結果として「アクティビティ」信号４７が低下することにより、割込み機
能を実行することが可能になり（デジタイザ部内の回路を介して）、それによってクリッ
プボードが覚醒する。また、アクティビティ信号４７が、（ペンデータ信号４９に関連し
て）クリップボードによって周期的に分析されることにより、スタイラス位置データが用
紙に塗布されているインクを表していると判断される。図３から明らかであるように、書
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込み機構のチップダウンスイッチ６９は、瞬時接点形の単投スイッチとすることができ、
バーコード接点スイッチ７１は、瞬時接点形の双投スイッチとすることができる。
【００２６】
図３に示されている好ましいスタイラス６０は、その内部のエレクトロニクスが可能な限
り単純であるように設計されている。すなわち、図３に示されている設計は、有効なスタ
イラス位置データが生成されている時にはバーコード接点スイッチがオンとならない、と
いう仮定に基づいている。しかしながら、必要な場合は、かかる競合が発生しないように
する追加の機構をスタイラス６０内に設けるようにしてもよい。例えば、バーコード接点
スイッチ７１が閉であるがチップダウンスイッチ６９が閉でない場合に、スタイラス位置
データを抑制する機構等である。かかる機構は、添付の図７および図８に関連して後述す
る代替的なスタイラスのコンテキストにおいて説明されている。
【００２７】
［ＩＩＩ．デジタイザ部の構成］
好ましいデジタイザの構成は、図４および図５に関連して説明されると共に、米国特許第
４，８０６，９１８号によっても詳細に記載されている。この特許については、この引用
をもって、ここでまったく同じに記載されているように全体としてその開示内容を本明細
書に組み込む。
【００２８】
図４に示されているように、好ましいデジタイザ７７は、多数の垂直トレース７９および
水平トレース８１とを有しており、これらはデジタイザ部の用紙支持面の下で近接して間
隔が空けられている（これら後者の要素は、図１に最もよく示されている）。図４に示さ
れている垂直トレース７９および水平トレース８１は、互いに交差することによって、四
角形のパターンを形成している。それら四角形の各々は、用紙支持面の小さな区画に対応
している。各トレース７９または８１は、適当なドライバ信号に順番に連結されている。
図４では、おおよそ５０個の四角形と共に、４つの水平ドライバ信号「Ｘ１」、「Ｘ２」
、「Ｘ３」および「Ｘ４」と４つの垂直ドライバ信号「Ｙ１」、「Ｙ２」、「Ｙ３」およ
び「Ｙ４」のみが示されている。しかしながら、実際には各信号の数は非常に多く、四角
形は説明の目的のために数が少なくかつサイズが大きく示されている、ということは理解
されるべきである。
【００２９】
ドライバ信号の各々は、マイクロプロセッサ８５（例えば、ＣＰＵ）の制御下にあるドラ
イバ回路８３に接続されている。繰返しパターンにおいて、ドライバ回路は、ドライバ信
号の各々を電圧信号によってパルス化する。それらは各々、間断なく水平トレース７９お
よび垂直トレース８１の異なる方に渡される。２つのドライバ信号が同時にパルス化され
ることはない。図４のトレースのパターンを参照すると、ドライバ信号は変化して非繰返
しパターンでトレースに結合されるということが留意されよう。スタイラス６０、特にそ
の電気的センサ６５は、対応するトレース７９または８１からのスタイラスのチップ６３
の距離に比例した強度で、各ドライバ信号を検出する。センサ６５からの検出されたアナ
ログ信号は、リード８６を介して内部増幅器８７に供給され、内部増幅器８７は、その検
出された信号強度を０から＋４．５０ＶＤＣの基準に正規化する。内部増幅器は、「ペン
データ」信号４９を生成し、それは、テザー１７を介してデジタイザ部の内部のアナログ
デジタル（「Ａ／Ｄ」）変換器８９に連結される。
【００３０】
マイクロプロセッサ８５は、通常動作中、内部バス９１を介してＡ／Ｄ変換器８９の出力
を繰返しサンプリングすることにより、スタイラスのチップ６３の瞬時に検出された電気
信号強度を表すデジタル値を取得する。マイクロプロセッサ８５は、ドライバ回路８３と
通信し、Ａ／Ｄ変換器８９からのデジタル値を用いてドライバ信号Ｘ１～４およびＹ１～
４のタイミングを一致させることができるため、各ドライバ信号Ｘ１～４およびＹ１～４
の検出された強度を判断することができる。更に、検出された強度は、これらドライバ信
号を伝達するトレース７９または８１間の距離によって変化し、ドライバ信号は変化しか
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つ非繰返しに分散するため、マイクロプロセッサは、図４に示される各四角形の１／４内
のスタイラス位置を決定することができる。
【００３１】
［ＩＶ．データを処理する好ましい方式］
図５は、４つのドライバ信号Ｘ１～４の（スタイラスのチップにおける）検出された強度
の仮説の図を示している。図示されている仮説においては、ドライバ信号「Ｘ２」が最強
の検出信号であり、「Ｘ１」、「Ｘ３」および「Ｘ４」がその後に続いている。再び図４
を参照すると、この信号パターンを生成するトレースの配置は、スタイラスチップが参照
番号９３で示されるハッチングされた領域内にあることを示している。ファームウェアに
格納されたルックアップテーブルを使用することで、ファームウェアにより、マイクロプ
ロセッサ８５はデジタイザの表面に対する水平位置の値をスタイラス６０に割当てる。Ｙ
１～４がＸ１～４と同じ相対的強度を有している、例えば、「Ｙ２」が最強の検出された
ドライバ信号であると検出されたとすると、マイクロプロセッサ８５は、スタイラスのチ
ップ６３が参照番号９５で識別される領域内にあると判断することにもなる。これら２つ
の領域９５、９７を共に考慮すると、四角形９７、すなわち、これら領域の交差部分であ
り垂直トレース７９および水平トレース８１によって規定された四角形の１／４が、スタ
イラスチップ６３の正確な位置として分離される。この例は、粗い位置決め処理の例であ
り、「Ｘ」および「Ｙ」値に対する追加の処理によって、スタイラス位置がより正確に指
示される結果となる。
【００３２】
上述したように、デジタイザ構成の上記説明は簡略化したものであり、実際には、例えば
「Ｘ１」～「Ｘ８」および「Ｙ１」～「Ｙ８」等の非常に多数の駆動信号、またはより多
くの数のかかる信号がある、ということは理解されるべきである。
【００３３】
また、マイクロプロセッサ８５は、スタイラス位置データまたはバーコード走査機構３３
からのデータを分析する際に、「アクティビティ」信号５１にも動作可能に連結される。
重要なことには、スタイラス位置データがページまたはフォームに塗布されているインク
に対応するか否かを判断する際、マイクロプロセッサが通常追加的にこの「アクティビテ
ィ」信号をサンプリングして（チップダウンスイッチの状態を判断するため）、ページま
たはフォームに書込みが行われているか否かを識別する。好ましくは、書込みチップ１９
からの「インク」データのみが、後に使用するためにメモリに書込まれる。
【００３４】
上述した説明によって示されるように、書込みチップ１９によって生成されるパルスはア
ナログパルスであり、クリップボードによって受信されるとデジタル化されなければなら
ないものである。対照的に、バーコード走査機構３３の出力は、デジタルフォーマットで
供給され、バッファ（図４には示されていない）を介してバス９１に連結されている。好
ましくは、本システムは、データが存在する時に位置データまたはバーコードデータを処
理し、いずれのデータ入力が解釈されるかを判断する機構を有している。１つのあり得る
方法は、Ａ／Ｄ変換器８９と上述したバッファとに別々に問合せして、いずれに有効なデ
ータが存在するかを判断する、というものである。
【００３５】
しかしながら、好ましい実施の形態では、ＣＰＵは周期的に（例えば、１０ミリ秒毎に）
割込まれ、バーコードデータまたはスタイラス位置データとなり得る入力データがあるか
否かを判断するために回路をポーリングする。図５に関して、仮説的なバーコードデータ
信号９９は、経時に亘って＋５．０ＶＤＣおよび０ＶＤＣの状態を有するように示されて
いる。上述したドライバ信号Ｘ１～４もまた示されており、＋４．５０ＶＤＣの閾値を用
いてバーコードデータ信号と対照させることができる。上述した弁別回路を用いて、ＣＰ
Ｕは、いずれの種類のデータが存在するかを（例えば、「ＢＣデータ」信号において＋４
．５０ＶＣＤより大きい電圧の存在を検知することにより）判断することができる。
【００３６】
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好ましい弁別回路が、図６に示されている。本明細書で使用される「有効データ」という
語は、必ずしも、クリップボードによって完全なデータ信号が受信されたことを意味する
ものではなく、むしろ、図５に示されているように、マイクロプロセッサが上述したデー
タ信号の各々を分析することによってそれらが入力バーコード信号またはスタイラス「ペ
ンデータ」となり得るデータを有するか否かを判断する、ということを意味することが理
解されよう。図５によって示されているように、バーコード走査機構によって生成される
データは、５ボルトまたは接地電圧で、通常接地電圧に維持されている信号と共に、クリ
ーンロジック（clean logic）信号としてクリップボードに与えられる。その結果、アク
ティビティ信号が上昇すると、マイクロプロセッサは、バーコードデータラインをサンプ
リングしてそれが＋４．５０ボルトと＋５．００ボルトＤＣとの間にあるか否かを判断す
ることにより、そのバーコードデータラインに有効なバーコードデータが存在しているか
否かを判断することができる。同時に、書込み器具によって生成される信号は、有効であ
る場合、４．５０ボルトＤＣよりは決して大きくならず、有効なバーコードデータよりか
なり高い周波数で発振する。その結果、およびさらに詳細に後述するように、クリップボ
ードのマイクロプロセッサは、書込み機構およびバーコード走査機構の各々によって提供
される入力をサンプリングするだけで、それらのいずれが「アクティビティ」信号の低下
に関連して有効データをアサートしているかを判断することができる。好ましくは、この
比較は、図６に関連して後述するように、閾値検出回路によって支援される。
【００３７】
図６に示されているように、「ペンデータ」信号４９が、大きさの変化する（および上述
したドライバ信号に対応する）パルスを伝達し、「ＢＣデータ」信号５１が＋５．０また
は０ＶＤＣを伝達するため、スタイラスからのデータ信号を、クリップボードによって受
信された時に識別することができる。これらの信号の各々は、バッファを介して、スタイ
ラス位置データの場合はＡ／Ｄ変換器１０１を介して、バーコードデータの場合はトライ
ステートバッファ１０３を介して、ＣＰＵに渡される。ＣＰＵは、各バッファを別々にポ
ーリングして、それらがデータを伝達しているか否かを判断することができるが、各デー
タ信号が、例えばスタイラス位置データの場合は数マイクロ秒毎にサンプリングすること
により、経時に亘って継続して分析される必要があるため、有効なバーコードデータまた
は有効なスタイラス位置データのいずれかが存在する可能性が高いという判断に応じて、
別個の処理ルーチンを実現することが望ましい。この目的で、ＣＰＵは通常、スタイラス
位置データを分析して非アクティビティを処理する（およびクリップボードを電源を保存
するスリープモードにする）ため、「ＢＣデータ」信号５１は、その第２の入力に＋４．
８０ＶＤＣの基準信号１０７を有するコンパレータ１０５に供給される。ＣＰＵは、デー
タを処理するよう周期的に（例えば、１０ミリ秒毎に）割込まれると、上述した「アクテ
ィビティ」信号（図６には示されていない）を監視して、チップダウンまたはバーコード
接点スイッチがオンとなったか否かを判断する。一方、「アクティビティ」信号が、スタ
イラスが表面に接触していることを示す場合、ＣＰＵは、コンパレータの出力１０９にア
クセスし、適当であればバーコードデータに対する処理を実行する。そして、ＣＰＵは、
有効バーコード全体が読取られるかまたはエラーが検出されるまで、トライステートバッ
ファの出力を分析する。
【００３８】
［Ｖ．代替的なスタイラスおよびデータ方式］
図７および図８は、スタイラス位置データおよびバーコードデータの両方を供給するため
に単一のデータラインを利用する代替的なスタイラスおよび支持回路を示す。
【００３９】
図７に示しているように、スタイラス２０１は、その一方の端部に書込みチップ２０３を
有すると共に、反対側の端部にバーコード走査機構２０５を有している。これら装置の各
々は、各々対応する瞬時接点スイッチ２０７、２０９と、ＣＰＵ（図７には示されていな
い）を「覚醒させ」てデータ処理を実行させるために使用されるチップダウンスイッチお
よびバーコード機構スイッチと、を有している。これらスイッチの各々は、通常はＶｃｃ
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に結合されており、接触により「ロー」になる。それにより、いずれかのスイッチ２０７
、２０９がオンとなることにより、スタイラスからの「アクティビティ」信号２１１がロ
ーとなり、ＣＰＵに対してスタイラスアクティビティを示すようになる。好ましいスタイ
ラスの実施の形態の場合と同様に、バーコード接点スイッチは、双投スイッチであり、そ
のスイッチが閉となることにより、スイッチがオンとなっている間中、バーコード走査機
構２０５およびその関連する走査エンジンに一時的な電源が与えられる。
【００４０】
しかしながら、図７の代替的なスタイラス２０１は、単一の「データ」信号２１３がバー
コードデータとスタイラス位置データの一方のみを表すことを保証する回路も有している
。このために、チップダウンスイッチ２０７がオンとなっている（およびペンが用紙にイ
ンクで書込みを行っている）か否かを示す第１のバイナリ信号２１５が、集合的にロジッ
ク処理を実行する、インバータ２１７、「ＡＮＤ」ゲート２１９および「ＯＲ」ゲート２
２１に供給される。バーコード機構スイッチ２０９からの第２のバイナリ信号２２３は、
２つのバイナリ信号を比較するために、第２のインバータ２２５、「ＡＮＤ」ゲート２１
９および「ＯＲ」ゲート２２１に与えられる。この比較の結果、適当な論理状態の「ＡＮ
Ｄ」ゲート２１９からの出力２２７が、バーコード機構が表面に対して押付けられている
一方で、書込みチップ１９が表面に対して押付けられていないことを示し、それに応じて
、バーコード走査機構からの出力が（ゲート２２９を介して）単一の「データ」信号２１
３に排他的に渡され得ることを示す。あるいは、スタイラス位置データについての「ＯＲ
」ゲート２２１から対応するゲート２３１までの適当な状態の出力は、書込みチップ２０
３が表面に対して押付けられていることか、または、バーコード走査機構が表面に対して
押付けられていないことを示す。このロジックの結果、スタイラス２０１は、バーコード
走査機構２０５が推定されるバーコード走査について表面に対して押付けられていない限
り、書込みチップ２０３が表面に接触している必要なく、スタイラス位置データを生成す
る。
【００４１】
好ましいスタイラス（先に説明した）の場合と同様に、上述した代替的なスタイラスもま
た、Ｖｃｃ２３１、接地２３３およびＬＥＤ制御信号２３５の電源信号を利用する。なお
、ＬＥＤ制御信号２３５は、データがＣＰＵによって適当に読み出され解釈されたことを
示すＬＥＤ２３７を照明するために使用される。
【００４２】
図８に関して、上述した代替的なスタイラスの使用に対し、デジタイザ部の内部のエレク
トロニクス２５１を用いて、「データイン」信号２５３がバーコードデータまたはスタイ
ラス位置データのいずれを表すかをＣＰＵに自動的に通知することができる。コンパレー
タ２５５は、「データイン」信号を＋４．８ＶＤＣの基準信号２５６と比較し、その「デ
ータイン」信号が＋４．８ＶＤＣより大きい場合は出力２５７を供給し、正であればその
「データイン」信号がスタイラス位置データではなくバーコードデータを表している可能
性が高いということを示す。その結果、出力２５７が正の状態であることにより、ＣＰＵ
（図８には示されていない）に、「データイン」信号の論理状態に対してバッファ２５９
をサンプリングされる。あるいは、出力２５７が負であり、ありうるスタイラス位置デー
タを示している場合、ＣＰＵは、Ａ／Ｄ変換器２６１に問合せてスタイラス位置データを
処理する。図７に関連して上述した「アクティビティ」信号を用いて、ＣＰＵにデータを
フォーマットさせ、それを格納するために内部メモリに書込むことも可能である。
【００４３】
図７および図８に関連して説明した代替的なスタイラス２０１は、バーコードスキャナを
実装すると共にデジタイザと共に使用されるスタイラスデータを生成するスタイラスの１
つのあり得る設計を表しており、当業者には、他の多くの実現方式が思い付くであろう。
【００４４】
［ＶＩ．クリップボードのフローおよび処理の概略］
図９は、クリップボードのフローの一般的な概略図である。「アクティビティ」信号３０



(12) JP 4112174 B2 2008.7.2

10

20

30

40

50

１の検出を使用して、クリップボードのＣＰＵが参照番号３０３で示されるスリープモー
ドから覚醒する。ＣＰＵは、このモードに入る度に、新たな「アクティビティ」信号がマ
イクロプロセッサに割込み、電源保存対策を取除かせるように、ハードウェア割込み回路
をリセットする。この覚醒（バーコード走査機構または書込みチップの実際の使用により
、それらの対応するスイッチの一方がオンとなるという方法で起こる）によって、ＣＰＵ
は、それらの機構が使用の中断または非アクティビティの後の予め決められた時間使用さ
れていない場合であっても、覚醒状態を維持する。
【００４５】
ＣＰＵは、一旦覚醒すると、受動モード３０５を維持する。この間、ＣＰＵは、スタイラ
スデータを分析して非アクティビティを判断するが、メモリにデータを書込まない。この
モードの間、ＣＰＵは、おおよそ１０ミリ秒毎に割込みがなされ、スタイラスからのデー
タをチェックする。好ましくは、バーコード、あるいは、ページまたはフォームに塗布さ
れているインクを表すスタイラスからのデータのみが、クリップボードの内部メモリに格
納される。従って、ＣＰＵは割込みがなされると、以下のように処理を実行する。すなわ
ち、（ａ）ペンアクティビティがあるか否か、例えば、チップダウンまたはバーコード接
点スイッチがオンとなったか否かを決定し、（ｂ）そうでない場合、スタイラス位置デー
タを処理してスタイラスアクティビティがあるか否かを判断し、（ｃ）ペンアクティビテ
ィがある場合は、バーコードデータまたはスタイラス位置データ（例えば、先に述べた「
ＢＣデータ」または「ペンデータ」信号）のいずれかを処理して、データが有効であるか
否かを確かめ、有効である場合、かかるデータを内部メモリに入力する。最後に、ＣＰＵ
は、後続するデータ処理のためにその割込みをリセットする。また、ＣＰＵは、ユーザイ
ンタフェースからコマンドが入力されるたびに割込まれ、この割込みは、いかなるデータ
処理が進行中であってもその処理の完了を待たされる。
【００４６】
タイムアウトブロック３０７によって示されているように、スタイラスが（ファームウェ
ア内で定義されている）予め決められた時間、移動を停止ししている場合、ＣＰＵは、自
動的にスリープモード３０３に再入する。スタイラス位置が変化するか、またはアクティ
ビティ信号が低下すると、ＣＰＵは、タイムアウトブロック３０７をリセットする。
【００４７】
ＣＰＵは、アクティビティを処理する場合、デジタイザ部（図９には示されていない）内
部の回路をサンプリングすることにより、入力データがバーコードデータを表している可
能性が高いかスタイラス位置データを表している可能性が高いかを判断する（この判断は
、図９の参照番号３０９によって表されている）。それら回路が、入力データがバーコー
ドデータを表している可能性が高いことを示す場合、ＣＰＵは、バーコードデータ分析ル
ーチンを実行し、同様に、それら回路がデータがスタイラスデータを表している可能性が
高いことを示す場合は、スタイラスデータ分析ルーチンを実行する。これらルーチン（参
照番号３１１で表されている）は、各々、入力データをテストして、かかるデータが完全
であると判断する（例えば、データを処理して、すべてのバーコードデジットが受信され
ているか、または、その後実行されるようにスタイラス位置を調べて検索するために十分
な情報が受信されていると判断することによって行う）。データが有効でない場合、ＣＰ
Ｕは、受動モード３０５を維持する。
【００４８】
有効なデータが検出され検査されると、ブロック３１３によって示されているように、Ｃ
ＰＵはそのデータをフォーマットして、その処理タスクのために使用する。好ましい実施
の形態では、スタイラス位置データは、それが「インク」を表していない、例えばチップ
ダウンスイッチがオンとなっていない限りは、メモリに挿入されない。また、ブロック３
１３の間、ＣＰＵは、「アクティビティ」信号（スタイラス位置データの場合）に問合わ
せることにより、それが現在オンとなっていいるか否かを判断する。「インク」またはバ
ーコードデータが生成されている場合、ＣＰＵは、かかるデータをランダムアクセスメモ
リ（「ＲＡＭ」）の有効な位置に順次書込む。同時に、ＣＰＵは、出力バッファ（例えば
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ロック３１７）、スタイラスのＬＥＤに連結される信号３１９を生成する（図９には示さ
れていない）。有効なデータの検出およびメモリへの挿入（またはデータが有効でないと
の判断）に続き、ＣＰＵは受動モード３０５に戻る。
【００４９】
以上のように、本発明のいくつかの例示的な実施を説明してきたが、当業者にはあらゆる
改変、変更および改良が容易に思い付くであろうことは明らかとなろう。かかる改変、変
更および改良は、明白には上述されていないが、それにも関わらず、本発明の精神および
範囲内にあるよう意図され意味されている。従って、上述した説明は、単に例示的である
ことが意図されており、本発明は、特許請求の範囲およびその同等物によってのみ限定さ
れ定義される。
【図面の簡単な説明】
【図１】一方の端部に書込みチップを有すると共に反対側の端部にバーコードスキャナを
有するスタイラスを実装する、デジタル電子クリップボードを示し、そのクリップボード
上に取付けられたフォームがそのフォームを識別するバーコードを捕えている様子を示す
図である。
【図２】図１のクリップボードの主な機能要素を示すシステム図であり、スタイラス、デ
ジタイザ部およびリモートコンピュータを含んでおり、スタイラスをデジタイザ部に接続
する好ましい電子バスを細分化した図もまた示している。
【図３】好ましいスタイラスの電気的動作を示す概略図である。
【図４】好ましいクリップボードのデジタイザ部内における、スタイラスの相対的な位置
を検出するための好ましいトレースのレイアウトを示す概略図である。
【図５】好ましいスタイラスのバーコードスキャナおよび書込みチップの各々によって生
成されるデータ信号に対する電圧対時間のグラフである。
【図６】図５に示す複数種類のデータの各々を検出し識別するために使用される回路を示
す概略図である。
【図７】代替的なスタイラスの電気的動作を示す概略図であり、この図のスタイラスは、
書込みチップからの位置データとバーコードスキャナからのバーコードデータとの両方を
伝達する１つのデータ信号を使用する。
【図８】図７のスタイラスからのバーコードデータおよび位置データの各々を検出し識別
するために使用される回路を示す概略図であり、ここでは、かかるデータは両方とも単一
の「データイン」ラインにおいて混合されている。
【図９】図６または図８の回路をサンプリングし、それに応じてスタイラスからデータが
適切に読み出されたことを示す出力を提供する際のＣＰＵのアクティビティを示すソフト
ウェアまたはファームウェアブロック図である。
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